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令
和
七
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が

九
月
村
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
六
次
総
合
計
画
の
六
年
目
と

な
る
令
和
七
年
度
は
、将
来
像「
確

か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ
明

る
く 

健
や
か
に
生
き
る
村
」の
実

現
に
向
け
、同
計
画
と
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
、い
く
さ
か
村

づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
住
民
福

祉
の
向
上
、産
業
振
興
、地
域
活
性

化
、人
口
減
少
対
策
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

重
点
事
業
の
福
祉
の
村
づ
く
り

で
は
、ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
を
拡
充

し
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

各
種
検
診
、健
康
教
室
、訪
問
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、要

介
護
高
齢
者
を
在
宅
介
護
す
る
ご

家
族
へ
の
介
護
用
品
助
成
の
対
象

品
目
を
増
や
し
、一
八
歳
ま
で
の
医

療
費
窓
口
負
担
を
な
く
す
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業
で
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
の
は
な
と
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、新
設

の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
社
会

福
祉
士
を
配
置
し
、
母
子
保
健
と

児
童
福
祉
の
一
体
的
な
相
談
支
援

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、保
育
料
の

軽
減
・
無
償
化
、一
八
歳
ま
で
の
子

が
い
る
世
帯
へ
の
水
道
料
金
補
助
、

保
育
園
・
小
中
学
校
の
給
食
費
無

償
化
、村
営
バ
ス
通
学
費
の
減
免
な

ど
で
、子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
ま
し
た
。教
育
面
で
は
、

施
設
分
離
型
の
小
中
一
貫
教
育
を

進
め
、
小
中
学
校
の
教
職
員
が
連

携
し
て
義
務
教
育
九
年
間
を
見
通

し
た
学
び
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

産
業
振
興
事
業
で
は
、国
・
県
の

補
助
を
活
用
し
、雲
根
地
区
の
農

地
耕
作
条
件
改
善
事
業
、万
平
地

区
の
畑
作
等
促
進
整
備
事
業
、県

営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
な
ど

で
、
農
地
の
機
能
向
上
と
生
産
基

盤
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
は
、村
営

や
ま
な
み
荘
と
連
携
し
、地
場
農

産
物
の
販
売
や
地
産
地
消
を
通

令和7年度令和7年度
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（単位:万円） （単位:万円）

※その他は、議会費、商工費※その他は、使用料、繰越金、地方譲与税など
（普通会計とは一般会計と村営バスの特別会計を合計したものです）

令和6年度令和6年度

地方交付税

国庫支出金

地方債

村　税
県支出金
繰入金
その他

歳 入
令和7年度 38億7,346万円
令和6年度 30億5,168万円

歳 出
令和7年度 39億1,405万円
令和6年度 30億9,412万円

普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出

35,982

3,500
14,991
15,929

65,140

104,530

148,948

36,819
3,000
12,080
15,162

33,771

59,632

102,867

73,268

76,159

36,197

33,458

27,814
18,935
7,694
10,954

40,322

60,602

27,869

28,910

21,410

20,509
8,821

86,401

10,324 その他
消防費

土木費

農林水産費

公債費

総務費

民生費

教育費

衛生費

151,333

令和7年度

生坂村の決算
議会9月定例会で認定
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会計区分 歳入総額 歳出総額 差引額

普
通
会
計

一般会計 390,958 386,932 4,026万円
（うち繰越額378）

村営バス特別会計 5,399 5,366 33

（会計間繰入） △4,952 △4,952

計 391,405 387,346 4,059

特
別
会
計

福祉センター特別会計 10,705 10,696 9

国民健康保険特別会計 19,360 19,177 183

介護保険特別会計 28,073 26,460 1,613

後期高齢者医療特別会計 3,688 3,688 ０

事
業
会
計

簡易水道
事業会計

（収益的収支） 7,376 7,579

（資本的収支） 6,446 7,002

下水道事
業 会 計

（収益的収支） 10,926 7,812

（資本的収支） 484 5,360

会計別決算額 （単位：万円）

区　　　分 決算額 収入未済額 不納欠損額

村 民 税 6,962 296

固 定 資 産 税 7,883 189 3

軽 自 動 車 税 933 13

村 た ば こ 税 151

合　　計 15,929 498 3

村税の状況 （単位：万円）

「収入未済額」…その年度の歳入として調定した額のうち、会計
年度中に納入されなかった額のこと。この収入未済金は、翌年
度も引き続き徴収に努めることになります。
「不納欠損」…滞納分の徴収金が破産、死亡、行方不明等、何ら
かの理由により徴収できなくなったとして、その調定の金額を
消滅させること。（その処理を行った金額）

７年度増減 ７年度末計 会 計 名
財 政 調 整 基 金 6,010 96,273

一般会計

減 債 基 金 439 30,571
土 地 開 発 基 金 4 1,921
ふ る さ と 育 成 基 金 4 1,864
地 域 振 興 基 金 191 73,475
ふ る さ と 水 と 土 基 金 1 707
地 域 福 祉 基 金 13,027
中山間地域活性化推進事業基金 2 1,021
福 祉の村づくり推進基金 3 1,727
ふるさと「いくさか」応援基金 △1,820 8,681
有線テレビジョン放送施設等管理運営基金 4 1,691
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 121
企 業 版 ふ る さ と 納 税 基 金 10 10

小　　計 4,848 231,089
国 民 健 康 保 険 基 金 397 8,912 国 保 特別会計
福 祉 セ ン タ ー 基 金 9 福祉センター特別会計
介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 21 5,734 介護保険特別会計

小　　計 418 14,655
合　　計 5,266 245,744

積立金（貯金）の状況 （単位：万円）

区　　分 令和7年度末現在高 令和6年度末現在高

普通会計 26億9,597万円 23億9,842万円

簡易水道 2億9,419万円 2億7,598万円

下 水 道 1億2,603万円 1億7,884万円
32億1082万円 32億1082万円

合　　計 31億1,619万円 28億5,324万円

村債（借金）の状況

͡
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家
ॴ
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ま
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住
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༷
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୤
୸
ૉ
ઌ
行
地
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づ
く
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は
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ʓ
年
度
ま
で
に
民
生

෦
໳
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ి
ྗ
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൐
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ഉ
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ྔ
実
࣭
θ
ϩ
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目
ࢦ
し
、
࠶

生
Մ
能
Τ
ω
ϧ
Ϊ
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の
地
産
地
消

と
ࡂ
֐
࣌
の
Ϩ
δ
Ϧ
Τ
ン
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ڧ
化

を
進
め
ま
し
た
。令
和
七
年
度
は
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ࣗ
営
ઢ
Ϛ
Π
ク
ϩ
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Ϧ
ỽ
υ
、ớ
Ծ

শ
Ờ生
ࡔ
村
小
水
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発
ి
ॴ
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や
ま
な
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改
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と
໦
࣭
チ
ỽ

ϓ
Ϙ
Π
ϥ
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ω
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श
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Τ
ω
ۭ
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整
備
な
ど
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実
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し
ま
し
た
。ま
た
ג、
ࣜ
会
社
い
く

さ
か
て
ら
す
は
、村
か
ら
の
ަ
෇
金

で
民
家
、事
業
ॴ
、ެ
ڞ
施
設
、༡

ٳ
地
な
ど
に
ଠ
ཅ
ޫ
発
ి
設
備
や

஝
ి
஑
を
設
置
し
ま
し
た
。
家
庭

の
ল
Τ
ω
機
ث
や
໦
࣭
バ
Π
Φ
Ϛ

ス
ス
τ
ー
ϒ
等
の
ಋ
入
支
援
も
ܧ

続
し
ま
し
た
。
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ٸ
ࣗ
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ࡂ
֐

๷
ࢭ
対
策
事
業
࠴
を
活
用
し
て
道

࿏
・
ྛ
道
の
ࡂ
֐
๷
ࢭ
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。ま
た
、๷
ࡂ
行
੓
無

ઢ
の
σ
δ
タ
ϧ
化
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県
๷
ࡂ
行
੓

無
ઢ
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੕
ܥ
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ؾ
象
؍
ଌ
૷
置
γ

ス
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Α
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๷

ࡂ
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ڧ
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ま
し
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。
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݊
発
行
事
業
へ
の

補
助
な
ど
で
、
住
民
生
活
と
地
域

経
済
を
支
え
ま
し
た
。

ී
通
会
計
の
歳
入
総
ֹ
は
ࡾ
九

ԯ
一
⁌࢛
ʓ
ޒ
万
ԁ
で
、લ
年
度
ൺ

八
ԯ
一
⁌九
九
ࡾ
万
ԁớ
ೋ
六
ޒ⁒
ˋ
Ờ

増
で
し
た
د。
෇
金
の
͏
ͪ
、;
る

さ
と
Ԡ
援
د
෇
金
は
一
⁌
ޒ
ʓ
ೋ

件
、総
ֹ
ࡾ
⁌ʓ
ೋ
ʓ
万
九
六
九
ԁ

を
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
ੵ

み
ཱ
て
た「
;
る
さ
と
い
く
さ
か
Ԡ

援
基
金
」か
ら
は
ࡾ、
ޒ⁌
ʓ
ʓ
万

ԁ
を
村
の
૑
生
事
業
や
福
祉
分
໺

の
ࡒ
ݯ
に
܁
り
入
れ
ま
し
た
。

歳
出
総
ֹ
は
ࡾ
八
ԯ
七
ࡾ⁌
࢛
六

万
ԁ
で
、લ
年
度
ൺ
八
ԯ
ೋ
⁌一
七
八

万
ԁớ
ೋ
六
⁒九
ˋ
Ờ増
で
し
た
。

ಛ
ผ
会
計
を
ؚ
め
た
年
度
຤
の

村
࠴
の
現
在
高
は
ࡾ、
一
ԯ
一
⁌六
一

九
万
ԁ
、ੵ
ཱ
金
は
ೋ
࢛
ԯ
ޒ
⁌七

࢛
࢛
万
ԁ
と
な
ỳ
て
い
ま
す
。

村債（借金）の状況
区　分 令和７年度末現在高 令和６年度末現在高
普通会計 26億9,597万円 23億9,842万円
簡易水道 2億9,419万円 2億7,598万円
下水道 1億2,603万円 1億7,884万円
合　計 31億1,619万円 28億5,324万円

交際費の状況
内　容 金　額 備　考
激励金 13,000

祝・見舞・弔慰 10,000
総会等に係る酒等 44,700 各種団体
村特産品試供品 52,403 ぶどう他特産品
視察等土産 10,100
負担金 27,000 懇親会負担金
計 157,203

（単位：円）
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令和 7年度に実施した主な事業令和 7年度に実施した主な事業

保護者間連絡業務支援システム利用………………… 164万円

（コドモン・保育園、小学校、中学校、児童館）

保育園給食材料費……………………………………… 460万円

児童手当支給事業………………………………………3,261万円

健やかに産み育む子育て支援事業……………………… 50万円

子育て支援事業…………………………………………… ８万円

（ぴよぴよひろば、その他研修・講演会）

こども家庭センター開設工事………………………… 177万円

出産祝金支給事業………………………………………… 60万円

産後ケア・母子保健事業…………………………………… 49万円

子育て支援犀龍小太郎助成金…………………………… 28万円

出産子育て応援交付金…………………………………… 40万円

小学校スクールバス運行委託料……………………… 297万円

学級支援員・教科担任配置事業………………………… 705万円

小学校昇降口舗装改修工事…………………………… 237万円

小学校ＧＩＧＡスクール端末更新事業……………… 378万円

中学校ＧＩＧＡスクール端末更新事業……………… 196万円

外国青年（ALT）招致事業……………………………… 422万円

一星亭周知再生プロジェクト………………………… 106万円

児童館・児童クラブ事業………………………………… 690万円

放課後子どもプラン推進事業…………………………… 18万円

北海道標津町中学生交流事業（中学２年）… …………… 23万円

公民館文化系・体育系教室運営…………………………… 56万円

地域未来塾………………………………………………… 14万円

児童館図書室図書購入…………………………………… 91万円

令和８年二十歳の集い…………………………………… 20万円

イクラン！！松本山雅ＦＣ……………………………… 97万円

学校給食各種補助金…………………………………… 721万円

学校給食センター冷凍庫・冷蔵庫更新…………………… 72万円

入学祝金（小学校10名、中学校12名、高校生17名）… 61万円

健やかに子どもたちが育ち学び続けられる村づくり
子育て・教育・スポーツ・歴史・伝統・文化

福祉医療給付事業………………………………………1,137万円

社会福祉協議会事業補助金……………………………1,364万円

障がい自立支援サービス費……………………………5,233万円

地域生活支援事業……………………………………… 108万円

シルバーセンター運営負担金………………………… 180万円

老人クラブ活動補助金等交付支給……………………… 44万円

後期高齢者医療広域連合負担金………………………3,228万円

養護老人ホーム措置費………………………………… 965万円

家族介護用品購入助成事業（36人）……………………… 63万円

いくさか敬老の日開催………………………………… 131万円

長寿祝金事業（白寿１人、米寿19人）…………………… 24万円

生きがい活動支援通所事業…………………………… 733万円

配食サービス事業……………………………………… 397万円

高齢者生活福祉センター運営事業…………………… 869万円

はるかぜ運営委託料…………………………………… 150万円

有償運送サービス事業………………………………… 857万円

伝染病予防対策事業…………………………………… 737万円

（うち子育て支援犀龍小太郎助成金32万円）

病院群輪番制病院運営事業負担金……………………… 35万円

成人病予防対策事業…………………………………… 442万円

みんなが元気でにこにこ暮らせる村づくり
保健・医療・社会保障・福祉・人権

移住定住及び空き家対策事業補助金………………… 258万円

防災行政無線（同報系）デジタル化改修工事…………9,257万円

長野県防災行政無線衛星系更新（負担金）… …………1,507万円

交通災害共済会費（全村民無料化）… …………………… 23万円

安曇野松筑広域環境施設組合負担金………………… 306万円

ごみ処理・リサイクル収集等処理委託料……………… 978万円

穂高広域施設組合負担金………………………………1,776万円

一般家庭…省エネ機器等導入補助（61件）………………2,172万円

一般家庭…その他導入補助… …………………………… 397万円

（木質バイオマスストーブ３件、太陽集熱器２件）

気持ち良くゆったり暮らせる村づくり
生活基盤の整備・住環境・環境保護・安全安心

（※のついている事業は、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用しました）
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;るさͱೲ੫事業ؔ1,379…………………………………܎万円

県営中山間૯合੔උ事業負担金……………………… 521万円

山村活ੑ化対策事業……………………………………1,035万円

ద౔地利用૯合対策事業……………………………1,073万円࠷

ാ࡞等ଅ進੔උ事業࣮施設ܭ業務……………………1,718万円

೶地࡞ߞ৚件改ળ事業用地ଌྔ等業務………………1,265万円

米の生産ௐ੔対策ؔ連事業（村಺一円）… …………… 101万円

（公ࡒ）生ࡔ村೶業公社運営事業（保有合理化事業等）ɹ

……………………………………………………………4,436万円

೶業࣍ੈ୅人材౤ࢿ事業（ܦ営開࢝ܕ）… ……………… 56万円

新نब೶者育成૯合対策（ܦ営開࢝ࢿ金）… ………… 450万円

中山間地域௚઀支෷事業（̕集མ・47�9IB）… ……… 868万円

ௗ्害防আ器۩設置事業補助金（13件）……………… 111万円

ௗ्ඃ害防ࡤࢭ設置事業（܁ӽ෼）… ………………… 963万円

ଟ໘త機ೳ支෷交付金事業（共同活動8地 ・۠施設長寿໋化３地۠）

…………………………………………………………… 509万円

道のӺいくさかのڷ運営費………………………1ԯ1,541万円

松ྛ健全化推進事業（空中ࢄ෍防আ、െ౗くΜৠ処理）

…………………………………………………………… 564万円

ライϑライン保全対策事業（村道支障木െ࠾）… …… 248万円

৿ྛ病害஬ඃ害対策（ރଛ木利活用）… ……………… 360万円

生ࡔ村৿ྛ੔උ۠域ந出業務………………………… 330万円

…対策事業（ྛ道防災）ࢭ自વ災害防ٸۓ ……………1,419万円

੺ͱΜ΅ϑェステΟバル補助………………………… 430万円

঎工会補助金及び小ن໛事業ࢦ導費………………… 580万円

※いくさかマルಘ঎品݊ൃ行事業補助金……………1,583万円

活気に͋;れに͗Θ͍にຬちた村づくり
೶ྛۀのൃల・঎ޫ؍޻のൃల

※定ֹݮ੫ௐ੔給付金…………………………………4,720万円

※物価高騰対策生活応援঎品݊………………………1,500万円

物価高対応子育て応援手当……………………………4,180万円

෺Ձߴಅରࡦ・ͦのଞ

広報いくさかൃ行業務………………………………… 213万円

Ψバϝントクラ΢ド利用料……………………………1,655万円

生ࡔ村ឺͮくΓ支援金（̒ஂ体）… …………………… 177万円

۠ৼڵ交付金（10地۠）………………………………… 451万円

いくさかେ޷きୂ事業（ୂ員18名、۠ 長݉任集མ支援10名）

……………………………………………………………9,670万円

ಛ定地域ͮくΓ事業協同組合事業…………………… 948万円

地域活ੑ化ى業人活動（෭業ا、ܕ業೿ܕݣ）……… 533万円

いくさか未来スクール（生物࡯؍等）… ………………… 30万円

$AT7障害修સ工事… ………………………………… 299万円

…………………………੶ৼΓԾ名等システム改修ށ 252万円

みんなで元気な村づくり
村ຽओମの村੓ʢڠಇʣ・ߦ੓૊৫

やまͳみ૳省エネ改修（工事、؂理業務）………1ԯ3,739万円

やまͳみ૳νοプϘイラー઀ଓ工事…………………1,760万円

保育園省エネ改修（工事、؂理業務）…………………3,953万円

児童館・生֔学श施設空ௐ設උ設置（܁ӽ事業）…… 319万円

自営線マイクロάリοドߏங事業………………5ԯ4,300万円

（うち܁ӽ事業෼1,650万円）

（Ծশ）生ࡔ村小ਫྗൃి所ݐ設工事… ………………4,905万円

̫̚ॆ放ి設උ設置工事（３୆）… …………………… 429万円

デマンドϨスϙンスߏங（܁ӽ事業）… ……………… 446万円

デマンドϨスϙンス業務設ܭ補助…………………… 874万円

太陽ޫൃి設උ及び஝ి஑設置補助……………2ԯ6,572万円

（うち܁ӽ事業෼1ԯ3,129万円）

…………………………੎手ज़補助金（21಄）ڈආ೛ೣݘ 24万円

…対策事業（道࿏防災）ࢭ自વ災害防ٸۓ ……………4,063万円

道࿏ϝンテφンス（山ਗ਼࿏ڮ補修、܁ӽ事業）………5,190万円

村୯道࿏ҡ࣋修સ工事…………………………………1,559万円

আઇ事業費……………………………………………… 283万円

্生্ࡔ手ஂ地住୐ݐ設工事（１౩２ށ）… …………3,843万円

ଔౝࡔ住୐ݐ設事業（１౩２܁、ށӽ事業）…………4,016万円

住୐リϑΥーム等補助（２件）… ………………………… 35万円

෼ஂ運営交付金………………………………………… 162万円

ফ防ஂ員応援঎品݊ൃ行……………………………… 110万円

………………………ଌ装置システム更新工事؍৅ؾ 624万円

ਫ道送配ਫ؅෍設ସ工事等（؆қਫ道事業会ܭ）… …4,992万円
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■令和7年度決算に基づく生坂村の健全化判断比率
健全化判断比率（指標名） 生　坂　村 早期健全化基準 財政再生基準 解　　　　　　説

①実質赤字比率 − 15.00 20.00
標準財政規模に対する一般会計等（村では「一般」、「村
営バス」会計を言います）における実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

②連結実質赤字比率 − 20.00 30.00
標準財政規模に対する地方公共団体すべての会計に
おける実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

③実質公債費比率 7.4％ 25.00 35.00
標準財政規模に対する一般会計等が負担する元利償
還金、準元利償還金の割合の３ヵ年平均

［参考：前年度/生坂村７．３％］

④将来負担比率 − 350.00
標準財政規模に対する一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の額の割合

［参考:前年度/生坂村 ―］

※当村では実質赤字、連結実質赤字、将来負担比率が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

■令和7年度決算に基づく生坂村の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 解　　　　　　説

簡易水道事業会計 − 20.00 　
各公営企業会計における事業規模に対する資金の不足
額の割合 … 公営企業会計にあっては、生坂村は左記
の３会計があります。

［参考：前年度／生坂村3会計とも − ］

下水道事業会計 − 20.00 　

福祉センター特別会計  − 20.00 　

※当村では資金不足が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

生坂村生坂村のの財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等のの状況状況

　財政健全化判断比率等の状況　財政健全化判断比率等の状況

　地方公共団体の財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、市町村は

毎年度健全化判断比率を監査委員の審査に付して議会に報告し、公表することが義務づけられています。

　令和７年度の決算等の数値を用いて、健全化判断比率や資金不足比率を次のとおり算定し、７月に監査委員

の審査を受けて９月に議会へ報告を行いました。

◎村の財政状況について、健全化判断比率や財政に関する資料などは、
　生坂村ホームページで公表しておりますので、ご覧ください。
　　　　63-�IUUQT���XXX�WJMMBHF�JLVTBLB�OBHBOP�KQ

◎県内の状況は、長野県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　63-�IUUQT���XXX�QSFG�OBHBOP�KQ
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ɹ
九
月
一
九
日ớ
౔
Ờに
̗
ˍ
̜

ւ
༸
セ
ン
タ
ー
体
育
ؗ
に
て
ݩ

ؾ
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
た

ະ
来
を
क
る
๷
ࡂ
υ
ϩ
ー
ン
ύ

Π
ϩ
ỽ
τ
育
成
事
業
に
て
υ
ϩ

ー
ン
体
ݧ
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ɹ
こ
の
事
業
は
ࡂ、
֐
࣌
に
υ
ϩ

ー
ン
を
活
用
し
て
、人
が
ཱ
ͪ
入

れ
な
い
ة
ݥ
な
現
場
で
も
、ਝ
଎

か
つ
安
શ
に
ঢ়
گ
೺
Ѳ
と
ॳ
ಈ

対
Ԡ
を
行
え
る
Α
͏
に
、村
ಠ
ࣗ

の
ӡ
用
体
੍
を
整
え
ࡂ、
֐
に
ڧ

い
村
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ɹ
ࠓ
年
度
は
υ
ϩ
ー
ン
へ
の
理

ղ
と
ؔ
心
の
ৢ
成
を
目
的
と
し
、

実
ࡍ
に
υ
ϩ
ー
ン
を
見
て
、知
ỳ

て
、ૢ
作
し
て
い
た
ͩ
く
体
ݧ
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
九
日
の
体
ݧ
会
で
は
、

ޕ
લ
の
෦
は
਌
子
で
ָ
し
Ή
体

ݧ
ϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ
と
し
て
、τ
Π
υ

ϩ
ー
ン
で
の
ૢ
ॎ
体
ݧ
や
υ
ϩ

ー
ン
で
の
ة
ݥ
Օ
ॴ
確
認
体
ݧ
、

ๅ
௼
り
ή
ー
Ϝ
を
実
施
し
ࡾ、
໊

の
ํ
に
ご
ࢀ
Ճ
い
た
ͩ
き
ま
し

た
。

ɹ
ޕ
ޙ
の
෦
で
は
、େ
人
向
け
国

家
ࢿ
֨
体
ݧ
ϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ
と
し

て
、υ
ϩ
ー
ン
の
ૢ
ॎ
体
ݧ
や
ๅ

௼
り
ή
ー
Ϝ
な
ど
を
実
施
し
、࢛

໊
の
ํ
に
ご
ࢀ
Ճ
い
た
ͩ
き
ま

し
た
。

体
ݧ
会
は
、一
一
月
ೋ
八
日

ớ
౔
Ờ、ೋ
九
日ớ
日
Ờ、一
ೋ
月
一
ࡾ

日ớ
日
Ờに
̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン
タ

ー
体
育
ؗ
に
て
、਌
子
向
け
の
ޕ

લ
の
෦ớ
ޕ
લ
九
࣌
Ỗ
一
ೋ
࣌
Ờ

と
一
六
歳
Ҏ
上
を
対
象
と
し
た

ޕ
ޙ
の
෦ớ
ޕ
ޙ
ೋ
࣌
Ỗ
ޒ
࣌
Ờ

の
ೋ
෦
੍
で
։
࠵
し
ま
す
。

ਃ
し
ࠐ
み
は
、ࠨ
の
̦
̧
ί
ー

υ
を
ಡ
み
取
る
か
、໾
場
総
務
՝

ớ
ὸ
六
九ô

ࡾ
一
一
一
Ờま
で
ご
連

བྷ
く
ͩ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
ୡ
し
次
第
Ԡ

ื
క
め
੾
り
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
ྃ
ঝ
く
ͩ
さ
い
。

九
月
六
日ớ
日
Ờに
౦
ژ
౎
中

ԝ
区
に
͋
る
৴
भ
ट
౎
ݍ
総
合

活
ಈ
拠
点
「
ۜ
࠲
̣
̖
̜
̖
̣

̤
」に
お
い
て
、生
ࡔ
村
̥
̧
Π

ϕ
ン
τ
を
։
࠵
し
ま
し
た
。

Π
ϕ
ン
τ
は
「
৴
भ
生
ࡔ
村
ɹ

;
る
さ
と
の
ຯ
ಧ
け
ま
す
ʂ
」

と
୊
し
ޕ、
લ
・
ޕ
ޙ
の
ೋ
ճ
։

࠵
し
ま
し
た
。

ࢀ
Ճ
者
の
օ
さ
Μ
に
は
、
生

ࡔ
村
産
の
०
の
Ϳ
ど
͏
や
ക
௮

け
な
ど
を
ຯ
Θ
ỳ
て
い
た
ͩ
き

な
が
ら
、
村
の
農
業
や
ಛ
産
品
、

؍
ޫ
、Ҡ
住
・
定
住
な
ど
に
つ
い

て
঺
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
ࡔ
村
産
の
ס
૩
に

Μ
に
く
を
࢖
ỳ
た
料
理
の
ࢼ
食

も
行
い
、
ࢀ
Ճ
者
の
օ
さ
Μ
か

ら
ײ
૝
や
ご
ҙ
見
を
い
た
ͩ
く

な
ど
、
ࠓ
ޙ
の
঎
品
։
発
に
つ

な
が
る
و
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

Ξ
ン
έ
ー
τ
で
は
、「
生
ࡔ
村

に
行
ỳ
て
み
た
く
な
ỳ
た
」「
地

域
の
活
ಈ
が
と
て
も
活
発
で
ૉ

੖
ら
し
い
」な
ど
خ、
し
い
ճ
౴

も
ଟ
਺
د
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
֊
の
販
売
ス
ϖ
ー
ス
で
は
、

φ
Ψ
ϊ
ύ
ー
ϓ
ϧ
や
種
な
し
ڊ

ๆ
を
は
͡
め
、
ക
௮
け
や
ס
૩

に
Μ
に
く
な
ど
の
ಛ
産
品
を
販

売
し
、
ଟ
く
の
օ
さ
Μ
に
生
ࡔ

村
の
ຯ
を
̥
̧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ࠓ
ճ
い
た
ͩ
い
た
ご
ҙ
見
を

ࠓ
ޙ
の
঎
品
։
発
や
৘
ใ
発
৴

に
生
か
し
、
Ҿ
き
続
き
生
ࡔ
村

の
ັ
ྗ
発
৴
に
取
り
組
Μ
で
い

き
ま
す
。ご
ࢀ
Ճ
、ご
ڠ
ྗ
い
た

ͩ
い
た
օ
さ
Μ
、
େ
ม
͋
り
が

と
͏
ご
͟
い
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た

ド
ロ
ー
ン
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
　
生
坂
村
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
　
生
坂
村
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
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ັ
ྗ
や
、
Α
り
ָ
し
Μ
で
も
ら

͏
た
め
に
ඞ
要
な
こ
と
に
つ
い

て
ߟ
え
ま
し
た
。

ೋ
日
目
は
、େ
৓
・
ژ
ἃ
૔
τ

Ϩ
ỽ
Ω
ン
ά
൝
と
υ
ϩ
ー
ン
体

ݧ
൝
に
分
か
れ
て
活
ಈ
し
ま
し

た
。
τ
Ϩ
ỽ
Ω
ン
ά
൝
は
、「
େ

৓
・
ژ
ἃ
૔
を
޿
く
世
に
出
す

会
」
の
会
員
か
ら
Ψ
Π
υ
Ϛ
ỽ

ϓ
を
࢖
ỳ
て
ొ
山
ϧ
ー
τ
や
見

ど
こ
Ζ
な
ど
に
つ
い
て
આ
明
を

ड
け
た
ޙ
、
実
ࡍ
に
ొ
山
し
ま

し
た
。
山
の
ັ
ྗ
を
ࣗ
ら
体
ײ

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
ํ
か

ら
࿩
を
ฉ
く
こ
と
で
、
؍
ޫ
ࢿ

ݯ
と
し
て
の
େ
৓
・
ژ
ἃ
૔
に

つ
い
て
ߟ
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

υ
ϩ
ー
ン
体
ݧ
൝
は
、
体
ݧ

会
の
ス
タ
ỽ
ϑ
を
務
め
た
ޙ
、

実
ࡍ
に
υ
ϩ
ー
ン
を
ૢ
作
し
ま

し
た
。ま
た
、̖
̞
を
活
用
し
た

山
村
活
性
に
つ
い
て
学
び
、
新

し
い
ٕ
ज़
を
地
域
づ
く
り
に
活

用
す
る
Մ
能
性
に
つ
い
て
ߟ
え

ま
し
た
。

࠷
ऴ
日
の
ࡾ
日
目
は
、
農
業

ެ
社
理
事
௕
か
ら
「
生
ࡔ
農
業

を
支
え
る
農
業
ެ
社
の
取
組

み
」
に
つ
い
て
આ
明
を
ड
け
ま

し
た
。
村
の
産
業
の
ྺ
࢙
や
現

在
の
農
業
の
取
組
み
に
つ
い
て

学
Μ
ͩ
ޙ
、Ϳ
ど
͏
の
ऩ
֭
、બ

Ռ
、販
売
を
体
ݧ
し
ま
し
た
。生

ࡔ
村
の
農
業
を「
見
る
」ͩ
け
で

な
く
、
実
ࡍ
の
作
業
を
体
ݧ
す

る
こ
と
で
、
地
域
産
業
の
ັ
ྗ

や
、
農
業
を
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
と
し
て

活
用
す
る
Մ
能
性
に
つ
い
て
ߟ

え
ま
し
た
。

ࡾ
日
間
の
学
श
や
体
ݧ
を
通

し
て
、学
生
一
人
ͻ
と
り
が「
生

ࡔ
村
の
ど
の
Α
͏
な
と
こ
Ζ
に

ັ
ྗ
を
ײ
͡
た
の
か
」「
ए
い
世

代
に
生
ࡔ
村
を
訪
れ
て
も
ら
͏

に
は
、
ど
の
Α
͏
な
体
ݧ
が
ඞ

要
な
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
ߟ

え
、
ͦ
れ
ͧ
れ
の
ࢹ
点
か
ら
Ξ

Π
σ
Ξ
を
出
し
ま
し
た
。

ࠓ
ճ
の
現
地
活
ಈ
で
ಘ
た
学

び
や
ؾ
づ
き
、
学
生
か
ら
出
さ

れ
た
Ξ
Π
σ
Ξ
を
ࠓ、
ޙ
の「
生

ࡔ
村
ཱྀ
行
ύ
ỽ
ク
」
の
策
定
検

౼
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

村
で
は
౰
た
り
લ
に
ײ
͡
て

い
る
ࣗ
વ
や
産
業
、
人
と
の
つ

な
が
り
も
、
村
֎
か
ら
訪
れ
る

人
に
と
ỳ
て
は
و
重
な
地
域
ࢿ

ݯ
で
す
。
学
生
の
新
た
な
ࢹ
点

と
ઐ
໳
的
な
ҙ
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
生
ࡔ
村
で
し
か
で
き

な
い
「
学
び
」
や
「
体
ݧ
」
を
組

み
合
Θ
せ
た
ཱྀ
行
ύ
ỽ
ク
の
実

現
を
目
ࢦ
し
ま
す
。

村
で
は
、
農
ྛ
産
物
や
ࣗ
વ
、

ܠ
؍
、
จ
化
な
ど
の
地
域
ࢿ
ݯ

を
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
や

ॴ
ಘ
向
上
に
つ
な
͛
る
「
山
村

活
性
化
対
策
事
業
」
に
取
り
組

Μ
で
い
ま
す
。

取
組
の
一
環
と
し
て
、
相
໛

ঁ
子
େ
学
に
ҕ
ୗ
し
、「
生
ࡔ
村

ཱྀ
行
ύ
ỽ
ク
ا
画
の
策
定
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み

は
、
֎
෦
か
ら
見
た
生
ࡔ
村
の

ັ
ྗ
を
発
見
し
、
ཱྀ
行
঎
品
と

し
て
の
Մ
能
性
を
検
౼
す
る
も

の
で
す
。
学
生
な
ら
で
は
の
新

た
な
ࢹ
点
や
Ξ
Π
σ
Ξ
に
Ճ
え
、

ઐ
໳
的
な
ҙ
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
ट
౎
ݍ
や
ए
い
世
代
に

ૌ
ٻ
で
き
る
ཱྀ
行
ύ
ỽ
ク
の
策

定
を
目
ࢦ
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
八
日ớ
金
Ờか
ら
ೋ
ʓ

日
ớ
日
Ờ
ま
で
、一
ೋ
໊
の
学
生

が
村
を
訪
れ
、
村
の
地
域
ࢿ
ݯ

に
つ
い
て
学
び
、
ࡾ
日
間
の
現

地
活
ಈ
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
「
い
く
さ
か
૑
଄

の
৿
」を
訪
れ
、こ
れ
ま
で
の
取

組
や
活
ಈ
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。ͦ
の
ޙ
、༡
า
道
の
整
備
を

体
ݧ
し
、
実
ࡍ
に
৿
を
า
く
こ

と
で
、
訪
れ
る
人
に
と
ỳ
て
の

ࢁ
村
׆
ੑ
Խ
ର
ࡦ
ࣄ
ۀ
ʹ
औ
Γ
૊
Μ
Ͱ
͍
ま
͢
Ố

ࢁ
村
׆
ੑ
Խ
ର
ࡦ
ࣄ
ۀ
ʹ
औ
Γ
૊
Μ
Ͱ
͍
ま
͢
Ố
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オレンジリボン １１月１日～１１月３0日

児童虐待防止推進キャンペーン

身体的マルトリートメント… しつけと称して叩く・蹴る

“前頭前野”が委縮

性的マルトリートメント … こどもへの性的な行為等

面前 … こどもの前での夫婦喧嘩

“視覚野”が委縮

心理的マルトリートメント … こどもを怒鳴る、けな

す、脅す、無視する、

きょうだいと比較する

“聴覚野”が委縮

ネグレクト … 大人の都合でこどもを長時間放置

“脳梁”が委縮

スマートフォンの長時間動画視聴もキケン

意欲の減退

感情コントロール不全

こどもの命を守るための いちはやく

認知・学習能力低下

処理能力・コミュニケーション能力低

言語理解力の低下

子どもの脳は、極度なストレスを感じると、その苦しみに適応しようと自ら変形して

しまいます。すると、脳の機能に影響が及び、正常な発達が損なわれます。

生坂村教育委員会

生坂村こども家庭センター ：：

１１月に児童虐待防止推進キャンペーンがあります。

いわゆる“虐待”に限らず “マルトリートメント” もこども の成長に影響を及ぼすことを

ご存知ですか？

【マルトリートメント】日本語で『不適切な養育』や『避けたい関り』意味。

こどもの成長を妨げる“大人の言動すべて”をさします。

�



★
九
月
一・二
日

に
キ
ャ
ン
プ
学

習
に
行
っ
て
き

ま
し
た
！
「
初

め
て
の
キ
ャ
ン

プ
！
男
女
関
係

な
く
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
、

仲
良
く
・
楽
し

େ
ม
ͦ
͏
な
࣌

に
、
ࣗ
分
か
ら
੠

を
か
け
て
、
助
け

ら
れ
る
Α
͏
に
ؤ

ு
り
ま
す
。

★
『
自
分
の
役
割

を
果
た
す
こ

と
』

ɹ
Χ
Ϩ
ー
作
り
で

ಛ
に
Ή
ͣ
か
し
か

ỳ
た
の
は
、
δ
Ỿ

Ψ
Π
Ϟ
を
ͪ
Ỷ
͏

ど
い
い
େ
き
さ
に

੾
る
こ
と
で
し

た
。
େ
ม
ͩ
ỳ
た

け
ど
࠷
ޙ
ま
で
し

ỳ
か
り
で
き
た

し
、
み
Μ
な
と
ڠ

ྗ
し
て
お
い
し
い

Χ
Ϩ
ー
を
作
る
こ

★
『
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
す

る
こ
と
』

ɹ
൧
ᚫ
の
ย
づ
け
を
し
て
い
た

ら
、
༑
ୡ
が
一
人
で
൧
ᚫ
ೋ
つ

を
ચ
ỳ
て
େ
ม
ͦ
͏
に
し
て
い

ま
し
た
。
ͦ
こ
で
ࢲ
は
、「
や
Ζ

͏
か
ʁ
」と
੠
を
か
け
、一
ॹ
に

ચ
い
ま
し
た
。
༑
ୡ
が
ت
Μ
で

く
れ
て
͏
れ
し
か
ỳ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ී
ஈ
の
生
活
で

も
、
୭
か
が
ࠔ
ỳ
て
い
る
࣌
や

を
し
ま
し
た
。す
る
と
、प
り
の

༑
ୡ
が
࿩
を
ฉ
い
て
行
ಈ
し
て

く
れ
て
͏
れ
し
か
ỳ
た
で
す
。

★
『
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
る

こ
と
』

ɹ
ご
൧
の
担
౰
で
し
た
。み
Μ
な

の
お
ถ
を
ू
め
て
と
ぎ
ま
し
た
。

水
が
ಁ
明
に
な
る
ま
で
と
ぎ
ま

し
た
。水
が
な
か
な
か
き
れ
い
に

な
ら
な
く
て
େ
ม
で
し
た
が
、͋

き
ら
め
ͣ
に
と
ぎ
ま
し
た
。が
Μ

り
し
た
こ
と
を
ࣗ
分
な
り
に
発

ද
で
き
た
の
で
ྑ
か
ỳ
た
で

す
。六
年
生
に
な
ỳ
て
ٸ、
に
発

ද
す
る
こ
と
に
な
ỳ
た
࣌
も
、

Ω
Ỿ
ン
ϓ
の
ײ
૝
発
ද
の
と
き

の
Α
͏
に
、
ࢥ
ỳ
た
こ
と
な
ど

を
す
͙
に
ま
と
め
て
発
ද
で
き

る
Α
͏
に
し
た
い
で
す
。

ɹ
こ
の
学
び
が
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
生
か
せ
る
Α
͏
に
、
み
Μ

な
で
成
௕
し
続
け
ま
す
ʂ

小学校だよりく
・
思
い
や
り
を
も
っ
て
成
功
さ

せ
よ
う
！
」を
目
標
に
、思
い
出

に
残
る
二
日
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。活
動
後
に
は
、キ
ャ
ン
プ
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
、成
長
し

た
こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

当
て
て
振
り
返
り
ま
し
た
。

【
学
ん
だ
こ
と・成
長
し
た
こ
と
】

★
『
話
を
聞
く
こ
と
』

ɹ
ӊ
઒
ܢ
୩
の
小
૔
さ
Μ
に
、

ة
ݥ
な
২
物
や
஬
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ͦ
の
ة
ݥ
な
২

物
は「
͏
る
し
」で
す
。
͏
る
し

の
目
ҹ
は
、
༿
が
ࡾ
つ
に
分
か

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
࿩

を
ฉ
い
て
い
な
か
ỳ
た
ら
、
さ

Θ
ỳ
た
࣌
に
か
Ϳ
れ
て
େ
ม
な

こ
と
に
な
ỳ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
࿩
を
ฉ
く
こ
と
は

େ
੾
ͩ
と
ࢥ
い
ま
し
た
。

͹
ỳ
て
と
い
ͩ
か

ら
、
出
来
上
が
ỳ

た
ご
൧
は
お
い
し

か
ỳ
た
で
す
。
み

Μ
な
の
た
め
に
が

Μ
͹
ỳ
て
Α
か
ỳ

た
で
す
。

★
『
堂
々
と
発
表

す
る
こ
と
』

ɹ
ӊ
઒
ܢ
୩
で
の

ײ
૝
発
ද
を
担
౰

し
ま
し
た
。
さ
Θ

る
と
か
Ϳ
れ
て
し

ま
͏
༿
ỳ
ͺ
や
஬

の
໊
લ
、
水
生
生

物
な
ど
を
֮
え
ら

れ
た
こ
と
を
発
ද

し
ま
し
た
。
担
౰

の
ํ
の
࿩
を
ฉ
い

た
り
、
࣭
問
し
た

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
Ω
Ỿ

ン
ϓ
を
通
し
て
み
Μ
な
と
ڠ
ྗ

し
て
や
り
き
る
こ
と
の
େ
੾
さ

と
ָ
し
さ
を
਎
に
෇
け
た
し
、

ࣗ
分
の
໾
ׂ
を
Ռ
た
す
こ
と
の

େ
੾
さ
を
知
り
ま
し
た
。

★
『
声
が
け
の
仕
方
』

ɹ
΅
く
は
、൝
௕
で
し
た
。活
ಈ

の
લ
や
バ
ス
か
ら
߱
り
た
࣌
に

੠
を
か
け
ま
し
た
。ͦ
の
࣌
に
、

相
ख
に
఻
Θ
る
Α
͏
な
੠
が
け

〜5年生〜〜5年生〜
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生ࡔதֶߍɹୈ̑ ճ̓�͔͠Θࡇʮ੖෣୆ʯ生ࡔதֶߍɹୈ̑ ճ̓�͔͠Θࡇʮ੖෣୆ʯ中学校だより

【かしわ祭実行委員長】
　今年のかしわ祭スローガン「晴舞台」は、生徒会スローガンの「明立晴」の中から取り、年に一度のかしわ祭という「晴
舞台」をみんなで作り上げたい、みんなが主役のかしわ祭にしたいという願いを込めて決めました。
１日目のビブリオトーク、体育祭では小学生のみなさんと協力しながら仲を深め、楽しむことができました。また、２日
目の龍翔太鼓、Ikusaka学発表、音楽会では個々の頑張ってきたことを存分に発揮できていたと思います。準備から本番
まで一人ひとりが楽しめていた最高の「晴舞台」が創れたと思います。ありがとうございました。
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日 月 火 水 木 金 土 

11  22  33  44  55  66  77  

88  99  1100  1111  1122  1133  1144  
1155  1166  1177  1188  1199  2200  2211  

2222  2233  2244  2255  2266  2277  2288  
2299  3300  1 2 3 4 5 

2026 年 11 月 開館日カレンダー 
℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10時～18時  土曜日＝10時～17時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 

■ １１月３０日（月）～１２月５日（土） は蔵書点検があります 
 

・長期未返却本のある方は早めの返却をお願いいたします。 

・期間中図書室はお休みです。ご迷惑をおかけしますがよろしくお願い致します。 

・期間中、返却の本がある場合は返却ポスト又は、児童館受付にご返却ください。 

蔵
書
点
検
休
館
期
間
で
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

第 21回 『 この本よかった賞 』 募集!!! 

毎年、秋恒例の『 この本よかった賞 』を募集します！ 
 

「この本、おもしろかった！」「みんなにも読んでもらいたい！」 
という本を、所定の用紙に、タイトルと紹介文を書いて、応募してください。 

応募者の紹介文は、次号以降の図書かんだよりで紹介します！ 

また、応募者の中から、抽選で、生坂村図書室ボランティア団体「本だいすきの会」 

より、賞品をプレゼント！ 大人も子どもも大歓迎！ ドシドシご応募ください☆ 

 

募集期間 ／10月２6日（月）～１1月 27日（金） 

応募方法 ／図書室にある所定の応募用紙に、本のタイトル、おススメの 

理由、内容の紹介などを書いて、応募箱にいれてください。 

★今年も Twitterで「この本よかった賞」！ 

今年読んで面白かった本ＴＯＰ３とその理由を 

【 ＃この本よかった賞 202６ 】 でつぶやいてください。 

※紹介者のお名前と書いていただいた紹介文を次号以降で掲載させていただきます。 

  

 

 

�2



一一般般書書  

■殺し屋の出世術           （野宮 有） 

■ギャルにひかれて寺マルシェ    （宮島 未奈） 

■アラームが鳴らないうちに   （川口 俊和） 

■楽園         （夕木 春央） 

■シュレディンガーの密室    （麻根 重次） 

■はじまりのスープ、夏ゼリー （瀬尾 まいこ） 

■ぼけていく私   （佐藤 愛子、杉山 響子 他） 

■ループ・オブ・ザ・コード    （荻堂 顕） 

■踊れ！文芸部          （キタハラ） 

■発酵を考えるヒント        （なかじ） 

■死体は語りだす 法医学医が読み解く「死者か 

らのメッセージ」   （フィリップ・ボクソ） 

■現代アートがよくわからないので楽しみ方を 

教えてください （鈴木 博文(美術解説するぞー)） 

■ビジネスエリートのための 教養としての蕎麦 

（井上 直人） 

■さくらももこ『ちびまる子ちゃん』を旅する 

（太陽の地図帖編集部） 

■虫とマンガと日本人 養老孟司の 

キャラクター論  （養老 孟司 、 柳瀬 博一） 

■半径 3メートルのライフログ  

私だけのちょっとした宝もの探し （いそのけい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実実用用書書  

■農家が教える 菌の力で肥料がいらない農業 

（農文協） 

■農家が教える カメムシの防ぎ方  （農文協） 

文文庫庫・・新新書書 

■戦争犯罪と闘う 国際刑事裁判所は屈しない 

（赤根 智子） 

■猫を処方いたします。６     （石田 祥） 

■志記(二) 瑠璃と玻璃  （髙田 郁） 

ええほほんん 

■いもほりきょうだいホ-リ-とホ-レ（石井 聖岳） 

■おいしいみず               （片山 健） 

■ぼくのすみっこ                 （ジョオ） 

■ルーのピアノ                 （杉本 さなえ） 

■パンどろぼうとさすらいラーメン（柴田 ケイコ） 

児児童童書書  

■意味がわかると怖い 4コマ（６）  （湖西晶） 

■肥料と土つくりの絵本①～⑤（藤原俊六郎監修） 

■図書館版 びっくり発見! こども農園全三巻（農文協） 

■ねぎのねぎしくん （戸森 しるこ、伊野 孝行） 

■ダメダメ小学校 べんきょうしなくちゃダメ 

ですか?     （村上 しいこ 、 石井 聖岳） 

 新 着 本 （10月 25日から貸出） 

一般書 
えほん 

児童書 

��



■
読
書
の
秋
を
楽
し
ん
で
、山

雅
の
し
お
り
を
も
ら
お
う
♪

今
年
度
も
、読
書
の
秋
に
あ
わ

せ
て
図
書
室
を
利
用
さ
れ
た
方

に
松
本
山
雅
の
人
気
選
手
の
し

お
り
を
差
し
上
げ
ま
す
。し
お
り

は
全
部
で
三
種
類
。人
気
選
手
三

名
そ
れ
ぞ
れ
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ

て
い
て
、生
坂
村
仕
様
の
ガ
ン
ズ

く
ん
も
描
か
れ
て
い
る
特
別
製
。

読
書
の
秋
、楽
し
み
な
が
ら
し

お
り
も
集
め
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。

■
図
書
室 

蔵
書
整
理
休
館
　

一
一
月
三
〇
日（
月
）～
一
二
月

五
日（
土
）ま
で
蔵
書
点
検
・
特

別
整
理
の
た
め
、図
書
室
を
休
館

い
た
し
ま
す
。

　
返
却
日
が
過
ぎ
て
い
る
書
籍

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、順
次
ご
連

絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、早
め
の
ご
返
却
を
お
願
い
致

し
ま
す
。休
館
中
は
返
却
の
み
可

能
で
す
。ご
返
却
の
際
は
、職
員

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
か
、児

童
館
入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
に
資

料
を
入
れ
て
下
さ
い
。付
録
付
き

の
資
料
は
、館
内
の
職
員
に
手
渡

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。ま
た
、地
域
の
担
い
手
が

減
少
し
て
い
る
場
合
は
特
定
の

性
別
、
世
代
に
負
担
が
偏
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
方
針
決
定

過
程
へ
の
女
性
の
参
画
や
地
域

活
動
、地
域
防
災
等
に
、積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

し
か
し
、こ
の
マ
ン
ガ
の
よ
う

に
参
画
し
に
く
い
環
境
下
に
あ

る
と
も
い
え
ま
す
。
家
族
の
理

解
や
協
力
、
公
的
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皆さまのご参加、
おまちしております。

行政書士を講師に迎え、実際にエンディングノートへ記入して
いく学習会です。「書いて終わり」ではなく、これからの人生
を自分らしく生きるきっかけとなる場を提供します。
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令和８年度の集団健診は

９時～15時
11月６日(金)

お問い
合わせ 生坂村役場健康福祉課 0263-69-3500

上記日程で受診ができない方は、ご自身の都合の良い時に受診できる
「個別健診」も利用できます。希望される方はご相談ください。

国保加入者・
７５歳以上の
皆さん

場所：健康管理センター

血管の状態（動脈硬化の進行度）を知り、脳血管疾患や心臓
病など命に関わる病気を予防するため、１年に一度はご自分
の健康チェックを行いましょう。

★大腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎・胃がんリスク検診（ピロリ菌検査）
結核肺がん検診（午前のみ）が同時受診できます。

★受診料：国保加入者 1,000円（40歳・50歳：無料）
75歳以上 無料

健康診断を受け、必要に応じて生活を見直すことで、これからも
いきいきと暮らしていくことができます。いずれかの健診を受診
いただくと、「193ポイント」を10ポイント付与、保健指導を受
けていただくと5ポイント付与されます。受診を希望される方は、
お問い合わせください。

尿検査
身長、体重、腹囲測定
血圧測定（保健師による体調確認）
歯科相談
血液検査
眼底検査
心電図
医師の診察

検査内容

個別健診のご案内

個別健診のご案内
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★ 年齢問わずどなたでもご参加いただけます★

地域支え合い推進会議主催サロン

＼ 人が集まる ・ 笑顔がみえる ／

いどばたキャラバン
～お茶を飲みながら、みんなでわいわいおしゃべりしませんか？ ～

【 参加費無料 ・ 事前申込み不要 】どなたでもお気軽にお越しください！

いどばたキャラバンってなに？
地域支え合い推進会議から生まれた、誰もが
気軽に立ち寄れる「村の憩いサロン」です。
地域の皆さんが気軽に集まり、おしゃべりし
たり、楽しい時間を過ごす場所です。
年齢問わず、どなたでも大歓迎！
地区をまたいでのご参加も大歓迎！
出入りは自由、のんびり過ごせます

11月、１2月の開催スケジュール
開催日 開催時間 開催場所 対象地区

11月２7日（金） 9:30～11:30 健康管理センター 上生坂区

• 昔の写真や広報誌の閲覧 •「信州の昔」の映像視聴

12月3日（木） 9:30～11:30 はるかぜ 下生坂区

• 昔の写真や広報誌の閲覧 •「信州の昔」の映像視聴

どの地区でもご参加いただけます 送迎をご希望の方はご連絡ください

【お問合せ：送迎申込】 健康福祉課（健康管理センター）
電話番号： ６９－３５００ （担当：竹内） ※ご不明な点はお気軽にお問合せください

昼食は「取り合えず食べれば良い！」になりがちです。独り暮らしだと、余計に「冷蔵庫の

残り物で良いかな？」になってしまいがちです。そんな時こそ簡単に、フライパン一つで作っ

てみませんか。

今回は「豚肉入り和風パスタ」のレシピをご紹介します。フライパン一つで作れて、この１

品で主食（ご飯、麺など）・主菜（肉・魚など）・副菜（野菜、きのこなど）のすべての物が入

っています。私たちの体は私たちが食べたもので作られるため、毎食バランスよく食べること

が大事です。ぜひ、ご家庭でお試しください。

今回のおすすめレシピは

豚肉入り和風パスタ

※ 豚肉代わりにツナ缶でも良いです。

1人分 栄養価

エネルギー ４４１Kcal たんぱく質 2５.７ｇ

脂質 ７.８ｇ 炭水化物 6７.９ｇ

食塩相当量 １.７ｇ

作り方

① 豚肉は食べやすい大きさに切る。エリンギ、

ズッキーニは５㎜厚さの輪切り又は半月切り

にする。

② フライパンに油を入れて①を炒める。

③ 全体に火が通ったら調味料と水を加える。あ

くを取り除き、スパゲティーを半分に折り入

れて、中火で煮込む。

④ スパゲティーが柔らかくなったら皿に盛り、

上から小口切りした小ねぎを散らす。

材料（１人分）

スパゲティー ８０ｇ

豚小間肉 ６０ｇ

エリンギ ５０ｇ

ズッキーニ ５０ｇ

油 適量

調味料

酒 大さじ１/２

みりん 大さじ１/２

しょうゆ 小さじ１

だしの素 小さじ１/２

水 ２００ml

小ねぎ 1本

おすすめの組み合わせ

主食：

主菜： 豚肉入り和風パスタ

副菜：

副々菜： 酢の物又はサラダ

デザートで果物を一緒に食べてビタミン補給も

フライパン一つで☆簡単レシピ

豚肉には、元気回復の
ビタミンB1が多く含まれている

作業時間：約２0分

材料費：約３５０円
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、
一
ೋ

月
ະ
ま
で
に
ख
続
き
を
お
ئ
い

い
た
し
ま
す
。

ừ
問
い
合
Θ
せ
ઌ
Ử

ɹ
໾
場
住
民
՝
੫
務
܎

ɹ
ὸ
六
九ô

ࡾ
一
一
一
ớ
代
Ờ

ɹ
国
民
年
金
保
ݥ
料
は
ॴ
ಘ
੫ 

๏
ٴ
び
地
ํ
੫
๏
上
、
社
会
保 

ݥ
料
߇
আ
と
し
て
ͦ
の
年
の
՝ 

੫
ॴ
ಘ
か
ら
߇
আ
さ
れ
ま
す

が
、 

߇
আ
対
象
と
な
る
の
は
令

和
八 

年
中ớ
令
和
八
年
一
月
一

日
か
ら
令
和
八
年
一
ೋ
月
ࡾ
一

日
Ờ
に
ೲ
め
ら
れ
た
保
ݥ
料
の

શ
ֹ
で
す
ớ
令
和
八
年
中
に
ೲ

め
ら
れ
た
も
の
で
͋
れ
͹
、
過

ڈ
の
年
度
分
の 
保
ݥ
料
や
௥

ೲ
さ
れ
た
保
ݥ
料
も
߇
আ
の
対

象
と
な
り
ま
す
Ờ。

 

ຊ
年
中
に
ೲ
෇
し
た
国
民
年 

金
保
ݥ
料
に
つ
い
て
、
社
会
保

ݥ
料
߇
আ
を
ड
け
る
た
め
に

は
、
年
຤
ௐ
整
や
確
定
ਃ
ࠂ
の

ࡍ
に
保
ݥ
料
を
支
෷
ỳ
た
こ
と

を
ূ
明
す
る
ॻ
ྨ
の
ఴ
෇
が
ඞ

要
で
す
。 

こ
の
た
め
、
日
ຊ
年
金
機
ߏ

か
ら
次
の
ス
έ
δ
ỿ
ー
ϧ
で「
社

会
保
ݥ
料ớ
国
民
年
金
保
ݥ
料
Ờ 

߇
আ
ূ
明
ॻ
」
が
対
象
者
Ѽ
て

に
ૹ
෇
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
ख

ݩ
に
ಧ
き
ま
し
た
ら
େ
事
に
保

管
し
、
年
຤
ௐ
整
や
確
定
ਃ
ࠂ

の
ࡍ
に
࢖
用
し
て
く
ͩ
さ
い
。 

˔
ൃ
ૹ
ス
έ
δ
ỿ
ồ
ϧ

ᶃ
令
和
八
年
一
月
一
日
か
ら
令 

和
八
年
一
ʓ
月
ೋ
日
ま
で
の

ظ
間
に
国
民
年
金
保
ݥ
料
を

ೲ
෇
さ
れ
た
ํ

ừ
令
和
八
年
一
ʓ
月
中
०
か

ら
一
一
月
上
०
に
か
け
て
ॱ

次
発
ૹ
Ử

ᶄ
令
和
八
年
一
ʓ
月
ࡾ
日
か
ら

令
和
八
年
一
ೋ
月
ࡾ
一
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
ݥ
料

を
ೲ
෇
さ
れ
た
ํ
ớ
ᶃ
対
象

者
を
আ
く
Ờ

ừ
令
和
九
年
ೋ
月
上
०
発
ૹ
Ử

な
お
、ご
家
族ớ
配
ۮ
者
や
お

子
༷
等
Ờ
の
負
担
す
΂
き
国
民

年
金
保
ݥ
料
を
支
෷
ỳ
て
い
る

場
合
は
、
ご
ࣗ
਎
の
国
民
年
金

保
ݥ
料
に
Ճ
え
、
ͦ
の
保
ݥ
料

に
つ
い
て
も
߇
আ
が
ड
け
ら
れ

ま
す
。

国
民
年
金
੍
度
は
、
万
一
の

と
き
に
心
ڧ
い
ຯ
ํ
と
な
る
੍

度
で
す
。
保
ݥ
料
は
๨
れ
な
い

Α
͏
ඞ
ͣ
ೲ
め
ま
し
Ỷ
͏
。

ݐ
෺
を

ݐ
෺
を

औ
Γ
յ
し
た
ํ
΁

औ
Γ
յ
し
た
ํ
΁

ࠃ
ຽ
೥
ۚ
อ
ݥ
ྉ
͸

ࠃ
ຽ
೥
ۚ
อ
ݥ
ྉ
͸

શ
ֹ
͕
ࣾ
会
อ
ݥ
ྉ

શ
ֹ
͕
ࣾ
会
อ
ݥ
ྉ

߇
আ
ͷ
ର
৅
Ͱ
͢
ʂ

߇
আ
ͷ
ର
৅
Ͱ
͢
ʂ

2�
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ứ
Ϳ
Ͳ
う
͕
ࢫ
い
ੜ
ࡔ
ଜ
Ừ

ɹ
一
ʓ
月
の
ऴ
Θ
り
と
ڞ
に
ࠓ

年
の
Ϳ
ど
͏
γ
ー
ζ
ン
も
ऴ
Θ

り
を
ܴ
え
ま
し
た
。た
く
さ
Μ
の

Ϳ
ど
͏
を
出
ՙ
し
て
く
ͩ
さ
ỳ

た
生
産
者
の
օ
さ
Μ
に
は
ײ
ँ

し
か
͋
り
ま
せ
Μ
。来
年
も
ま
た

Α
Ζ
し
く
お
ئ
い
し
ま
す
。

さ
て
、生
ࡔ
村
の
Ϳ
ど
͏
ϒ
ϥ

ン
υ「
Π
ク
α
Χ
ϥ
ỽ
τ
」で
す

が
、な
ͥ
ຖ
年
た
く
さ
Μ
の
お
٬

༷
が
Θ
͟
Θ
͟
生
ࡔ
村
ま
で
来

て
く
れ
る
Μ
で
し
Ỷ
͏
か
ʁ

実
は
い
く
さ
か
の
郷
に
は
ޒ

年
連
続
で「
ޒ
ʓ
種
ྨ
Ҏ
上
の
Ϳ

ど
͏
」が
γ
ー
ζ
ン
中
に
出
ՙ
さ

れ
て
い
ま
す
。γ
Ỿ
Π
ン
Ϛ
ス
Χ

ỽ
τ
・
φ
Ψ
ϊ
ύ
ー
ϓ
ϧ
ڊ、
ๆ
、

ク
Π
ー
ン
ϧ
ー
δ
ỿ
ộ

ฉ
い
た
こ
と
͋
る
໊
લ
は
も

ͪ
Ζ
Μ
で
す
が
、ॳ
め
て
ฉ
く
໊

લ
の
Ϳ
ど
͏
も
出
ՙ
さ
れ
て
い

ま
す
。

ࠓ
年
売
場
で
ฉ
い
た
お
٬
༷

の
੠
ɹ
ˡ
ˡ
ˡ

⿟
こ
こ
の
Ϳ
ど
͏
が
௕
໺
県
で
一

൪
ඒ
ຯ
し
い
と
ฉ
い
て
来
た
け

が
͋
る
ʂ
ੌ
い
ʂ

ɹ
な
ど
な
ど
、こ
こ
に
は
ه
せ
な

い
΄
ど
の
੠
を
た
く
さ
Μ
い
た
ͩ

き
خ
し
い
ݶ
り
で
す
。

な
に
Α
り「
Ϳ
ど
͏
が
ඒ
ຯ
し

い
」と
স
إ
で
お
٬
༷
に
ݴ
ỳ
て

も
ら
え
る
の
は
୮
ਫ਼
ࠐ
め
て
Ϳ

ど
͏
を
࠿
ഓ
さ
れ
て
い
る
生
産

者
の
օ
༷
の
お
か
͛
で
す
。

来
年
も
お
٬
༷
の
ظ
଴
を
௒

え
る
ඒ
ຯ
し
い
Ϳ
ど
͏
を
た
く

さ
Μ
શ
国
の
օ
༷
に
お
ಧ
け
し

た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。

★
Ӻ
長
の
ಠ
り
ݴ
★

ɹ
ࠓ
年
も
た
く
さ
Μ
の
Ϳ
ど
͏

を
お
٬
༷
に
ָ
し
Μ
で
い
た
ͩ

け
て
΄
ỳ
と
し
ま
し
た
。

ɹ
品
種
の
ଟ
さ
に
ӈ
ԟ
ࠨ
ԟ
す

る
の
は
ຖ
年
の
こ
と
で
す
が
、お

٬
༷
に
ฉ
か
れ
て
ࠔ
る
の
は「
ど

Μ
な
ຯ
で
す
か
ʁ
࠷。「
ۙ
は「
͋

く
ま
で
ݸ
人
の
ײ
૝
で
す
」と
લ

置
き
し
て
౴
え
て
い
ま
す
が
、も

ỳ
と
食
΂
て
Ϩ
ϕ
ϧ
Ξ
ỽ
ϓ
し
な

い
と
μ
ϝ
で
す
Ͷ
。

ɹ
৭
ʑ
な
品
種
ͩ
け
で
な
く
同

͡
種
ྨ
の
Ϳ
ど
͏
を
食
΂
ൺ
΂

る
と
実
は
と
て
も
面
ന
い
こ
と

に
ؾ
づ
い
て
、す
で
に
来
年
が
ָ

し
み
な
駅
௕
で
す
。

ど
種
ྨ
が
ଟ
く
て
໎
ỳ
ͪ
Ỵ
͏

Ͷ⿟
見
た
こ
と
も
な
い
Ϳ
ど
͏
が

た
く
さ
Μ
͋
り
ま
す
Ͷ

⿟
ຖ
年
来
て
い
る
け
ど
ࠓ
年
も

食
΂
た
こ
と
の
な
い
Ϳ
ど
͏
を

ࢼ
し
て
み
ま
す

⿟
こ
Μ
な
に
た
く
さ
Μ
͋
る
と

Կ
を
ങ
え
͹
い
い
か
Θ
か
ら
な

い⿟
਌
ੰ
が
ࠓ
年
も
ָ
し
み
に
し

て
い
る
か
ら
来
ま
し
た

⿟
知
ら
な
い
Ϳ
ど
͏
͹
ỳ
か
り

で
び
ỳ
く
り

⿟
ど
こ
に
も
Ϳ
ど
͏
畑
ら
し
き

場
ॴ
が
見
え
な
い
Μ
ͩ
け
ど
ど

こ
で
作
ỳ
て
い
る
の
ʁ

⿟
実
家
に
ૹ
ỳ
た
ら
ࠓ
度
は
ҧ

͏
種
ྨ
を
ૹ
ỳ
て
く
れ
ỳ
て
ݴ

Θ
れ
て
ま
た
来
ま
し
た

⿟
Ϳ
ど
͏
෦
԰
が
ຖ
年
ָ
し
み

で
来
て
い
ま
す

⿟
Ϳ
ど
͏
を
ങ
い
に
ޒ
年
連
続

で
生
ࡔ
村
に
来
ま
し
た

⿟
Π
ク
α
Χ
ϥ
ỽ
τ
ỳ
て
こ
Μ
な

に
種
ྨ
が
た
く
さ
Μ
͋
ỳ
て
び
ỳ

く
り
し
ま
し
た

⿟
ຊ
౰
に
Ϳ
ど
͏
ͩ
け
の
෦
԰

ࢲ
は
ී
ஈ
Ճ
޻
ॴ
で
࢓
事
を

し
て
い
ま
す
。
ि
຤
は
お
ళ
で

お
ম
き
を
ম
い
た
り
、
͏
ど
Μ

を
ଧ
ỳ
た
り
、ᣐ
で
た
り
し
て
い

ま
す
。

͏
ど
Μ
ଧ
ͪ
は
༮
い
こ
Ζ
か

ら
、
お
͹
͋
ͪ
Ỵ
Μ
が
ғ
࿍
ཪ

の
ԣ
で
ί
ω
バ
チ
で
こ
Ͷ
て
、の

し
൘
で
৳
͹
し
、͋
ỳ
と
い
͏
間

に
͏
ど
Μ
が
出
来
上
が
り
、
ͦ

れ
を
ԣ
で
見
て
い
る
の
が
େ
޷

き
で
し
た
。

ࣗ
分
で
も
や
ỳ
て
み
る
と
、見

て
い
る
の
と
や
ỳ
て
み
る
の
で

は
େ
ҧ
い
で
ߗ、
か
ỳ
た
り
や
こ

か
ỳ
た
り
と
、͏
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
ଟ
ʑ
͋
り
ま
し
た
。

Ճ
޻
ॴ
に
お
世
࿩
に
な
り
、

͏
ど
Μ
を
教
Θ
り
ͩ
し
た

࣌
も
、
お
٬
༷
に
お
出
し

す
る
物
な
の
で
、か
な
り
ϓ

Ϩ
ỽ
γ
Ỿ
ー
を
ײ
͡
な
が

ら
や
り
ま
し
た
。

ॳ
め
の
こ
Ζ
は
͏
ま
く

い
き
ま
せ
Μ
で
し
た
が
、

౰
࣌
の
ઌ
ഐ
の
ํ
か
ら

「
こ
͏
や
れ
͹
େ
ৎ
෉
」

と
、
ຊ
౰
に
ࡉ
か
く
教
え
て
い

た
ͩ
き
、
ࠓ
は
ͦ
の
お
か
͛
で
、

͏
ど
Μ
ଧ
ͪ
が
で
き
る
Α
͏
に

な
り
ま
し
た
。

か
͋
さ
Μ
家
は
、
ق
અ
に
Α

り
、お
٬
༷
が
୔
山
来
て
௖
き
、

食
ಊ
の
͏
ど
Μ
も
ଟ
い
と
き

は
、一
日
ޒ
ʓ
食
か
ら
六
ʓ
食
も

出
て
い
ま
す
。

こ
の
͏
ど
Μ
は
શ
෦
ख
ଧ
ͪ

を
し
て
い
る
の
で
、ຖ
日
み
Μ
な

で
ؤ
ு
ỳ
て
作
ỳ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
食
΂
に
来
て
く
ͩ
さ

る
ํ
、
ॳ
め
て
食
΂
に
来
て
く

ͩ
さ
ỳ
た
ํ
に
も
、
ඒ
ຯ
し
い

と
ݴ
ỳ
て
い
た
ͩ
け
る
Α
͏

日
ʑ
ਫ਼
進
し
て
い
た
い
と
ࢥ
ỳ

て
い
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

「
美
味
し
い
」と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

　
　
　
　
う
ど
ん
打
ち
に
日
々
精
進

か
あ
さ
ん
家

　
牛 

越  

秀 

子
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唾
液

ଣ
ӷ
は
Ͳ
う
や
っ
て
で
き
る
ʁ

ଣ
ӷ
は
、
ଣ
ӷ
થ
と
い
う
ث

׭
で
݂
ӷ
を
ࡐ
料
に
つ
く
ら
れ

ま
す
。
ଣ
ӷ
થ
に
は
、
ࣖ
下
થ
、

ֺ
下
થ
、
ઉ
下
થ
と
い
う
三
つ

の
େ
ଣ
ӷ
થ
と
小
ଣ
ӷ
થ
が
あ

り
ま
す
。

ଣ
ӷ
の
छ
ྨ

ω
ό
ω
ό
ଣ
ӷ
ớ
೪
ӷ
ੑ
Ờ

ۓ
ு
や
ス
ト
Ϩ
ス
を
ײ
͡
て

い
る
と
き（
ަ
ײ
ਆ
ܦ
が
༏
Ґ
）

に
ग़
る
ଣ
ӷ
で
す
。
Ϝ
ν
ン
を

多
く
ؚ
み
、
ࡉ
ە
が
ମ
内
に
৵

入
す
る
の
を
防
͙
ҝ
に
೪
り
気

を
も
っ
て
い
ま
す
。

α
ラ
α
ラ
ଣ
ӷ
ớ
ᕶ
ӷ
ੑ
Ờ

リ
ラ
ỽ
Ϋ
ス
し
て
い
る
と
き

（
෭
ަ
ײ
ਆ
ܦ
が
༏
Ґ
）に
ग़
る

ଣ
ӷ
で
す
。水
分
が
多
く
、৯
෺

を
ҿ
み
込
み
や
す
く
し
た
り
、

口
ߢ
内
を
ચ
い
ྲྀ
し
た
り
す
る

の
に
ద
し
て
い
ま
す
。

ࣖ
下
થ
か
ら
は
ओ
に
α
ラ
α

ラ
ଣ
ӷ
が
分
ൻ
さ
れ
、
ઉ
下
થ

か
ら
は
ओ
に
ω
ό
ω
ό
ଣ
ӷ
が

分
ൻ
さ
れ
ま
す
。
ֺ
下
થ
か
ら

　
イ
ϫ
γ
・
α
ン
マ
な
ど

・
Ϗ
λ
ミ
ン
Ｃ
・
̚
・
Ａ

人
参
・
ϒ
ϩ
ỽ
コ
リ
ー
・
ア
ー

Ϟ
ン
ド
な
ど

ޱ
を
良
く
動
͔
͢

口
の
中
を
ྑ
く
動
か
し
ӡ
動

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
し
っ
か
り
ט
ん
で
৯
΂
る
。

　
一
口
三
〇
ճ
Ҏ
上
ט
Ή
こ
と

　
を
意
ࣝ
し
て
た
΂
る
。

・
ϕ
ϩ
ճ
し
ӡ
動
を
す
る
。

ϒ
ラ
ỽ
γ
ン
グ
の
後
、
ຏ
き

残
し
ν
ỻ
ỽ
Ϋ
を
݉
Ͷ
て
上

下
・
内
֎
ϕ
ϩ
を
େ
き
く
ճ

し
ϕ
ϩ
ν
ỻ
ỽ
Ϋ
を
す
る
。

ଣ
ӷ
થ
を
ࢗ
ܹ
͢
る

ଣ
ӷ
マ
ỽ
α
ー
δ
に
よ
り
ଣ

ӷ
થ
を
ࢗ
ܹ
し
ま
す
。

อ
࣪
ࡎ
を
活
༻
͢
る

ର
ॲ
ྍ
法
に
は
な
り
ま
す
が
、

อ
࣪
ࡎ
の
࢖
用
も
お
ન
め
で
す
。

生
坂
村
ࣃ
Պ
਍
ྍ
所

は
、
ω
ό

ω
ό
ଣ
ӷ

と
α
ラ
α

ラ
ଣ
ӷ
の

ࠞ
合
ଣ
ӷ

が
分
ൻ
さ

れ
ま
す
。

݈
߁
な
੒

人
で
は
、
一
日
に
໿
一
・
〇
～

一
・
五
リ
ỽ
ト
ル
も
の
ଣ
ӷ
が

分
ൻ
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ま
͟
ま

な
要
Ҽ
で
減
少
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
　
　

෼
ൻ
ྔ
͕
ݮ
る
ओ
な
ݪ
Ҽ
は
、

・
Ճ
（ྸ
ଣ
ӷ
થ
ػ
能
の
௿
下
）

・
࣬
ױ
（
౶
೘
ප
な
ど
）

・
治
ྍ
（
く
す
り
）
の
෭
作
用

・
口
ݺ
ٵ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ଣ
ӷ
を
ิ
う
に
は

ਫ
෼
を
よ
く
ҿ
Ή

ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
ϑ
ỻ
イ
ン

を
多
く
ؚ
Ή
ҿ
料
は
ආ
け
、一

日
に
一
～
一
・
五
リ
ỽ
ト
ル
を
໨

҆
に
水
分
を
ઁ
り
ま
し
ょ
う
。

ӫ
ཆ
ૉ
の
ઁ
औ

҆
੩
時
ଣ
ӷ
（
ࢗ
ܹ
が
な
い

時
自
વ
に
ྲྀ
れ
ग़
る
ଣ
ӷ
）
を

૿
や
す
と
い
わ
れ
る
ӫ
ཆ
ૉ
を

ઁ
り
ま
し
ょ
う
。

・
コ
Τ
ン
β
イ
Ϝ
̦
一
〇

　
৽
ถ
の
୤
ࠄ
が
ऴ
わ
り
、
֤

家
庭
で
ඒ
ຯ
し
い
お
ถ
を
お
ঌ

し
上
が
り
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
や
ま
な
み

૳
で
も
生
坂
࢈
コ
γ
ώ
カ
リ
を

ご
ఏ
ڙ
し
て
い
ま
す
の
で
、৯
ಊ

な
ど
の
ご
利
用
を
お
଴
ち
し
て

い
ま
す
。

一
〇
月
は
৯
ಊ
に
てừ
あ
っ
た

か
ϑ
ỻ
ア
Ử
を
։
࠵
し
て
い
ま

す
。ủ
Ԙ
け
ん
ち
ん
ਏ
ຯ
઻
ラ
ー

ϝ
ン
Ứủ
ು
や
き
う
ど
ん
Ứが
一
〇

五
〇
ԁ
、ủ
お
で
ん
Ứ࿡
〇
〇
ԁ
で

〇
〇
〇
ԁ
で
可
能
で
す
。
਌
族

会
や
同
ڃ
会
で
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

　
な
お
、一
一
月
か
ら
は
๨
৽
年

会
も
ঝ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

ࡢ
年
度
վ
म
工
ࣄ
の
た
め
、
行

え
な
か
っ
た
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
全
ށ
഑
෍
の
ν
ラ
γ
を

ご
ཡ
い
た
だ
き
、֤
ஂ
ମ
様
、職

場
の
お
஥
ؒ
様
、
の
ご
予
໿
を

お
଴
ち
し
て
い
ま
す
。

ै
業
員
一
同
、
৺
よ
り
お
଴

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ࣃ
ỳ
ͽ
ー
た
͍
Ή

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ご
ఏ
ڙ
し
て
い
ま
す
。
今

月
ݶ
定
で
す
の
で
օ
さ
ん

ͥ
ͻ
ご
৆
ຯ
く
だ
さ
い
。

ԅ
会
は
秋
の
ຯ
֮
��
プ

ラ
ン
を
一
〇
月
ݶ
定
で
։

࠵
し
て
い
ま
す
。お
ͻ
と
り

ࣣ
〇
〇
〇
ԁ
の
お
料
理
を

四
名
様
Ҏ
上
で
ご
利
用
い

た
だ
く
と
生
Ϗ
ー
ル
小
δ

ἀ
ỽ
Ω
な
ど
一
本
付
き
で

お
ಘ
で
す
。
ま
た
四
名
様

Ҏ
上
で
お
ധ
り
い
た
だ
く

と
一
ധ
ே
৯
が
プ
ラ
ス
五

秋の味覚70プラン
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˕
໌
๺
খ
と
の
ަ
ྲྀ

ɹ
九
月
一
日ớ
Ր
Ờ、ຊ
校
ೋ
年
生

が
明
๺
小
学
校
の
ク
ϥ
ϒ
活
ಈ

を
訪
問
し
、小
学
生
と
の
ަ
ྲྀ
を

行
い
ま
し
た
。

౰
日
は
ύ
ι
ί
ン
、
ਤ
޻
、μ

ン
ス
ٿ、
ٕ
の
各
ク
ϥ
ϒ
に
ࢀ
Ճ

し
ま
し
た
ٿ。
ٕ
ク
ϥ
ϒ
で
の
バ

ス
έ
ỽ
τ
Ϙ
ー
ϧ
や
υ
ỽ
δ
Ϙ
ー

ϧ
で
は
、小
学
生
の
ૉ
ૣ
い
ಈ
き

に
高
校
生
が
ݒ
໋
に
つ
い
て
い

く
༷
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

は
͡
め
は
お
ޓ
い
に
ۓ
ு
し

た
༷
子
も
͋
り
ま
し
た
が
、活
ಈ

が
ऴ
Θ
る
こ

Ζ
に
は
す
ỳ

か
り
ଧ
ͪ
ղ

け
、
স
إ
が

͋
;
れ
て
い

ま
し
た
。
高

校
生
に
と
ỳ

て
も
、小
学
生
と
৮
れ
合
͏
େ
ม

و
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

˕
๷
ࡂ
܇
࿅

九
月
一
ʓ
日ớ
໦
Ờ、校
಺
で
の

Ր
ࡂ
発
生
を
૝
定
し
た
શ
校
の

๷
ࡂ
܇
࿅
を
実
施
し
ま
し
た
ࠓ。

ճ
の
܇
࿅
は
、出
Ր
࣌
の
ద
੾
な

ආ
೉
体
੍
と
、
安
શ
な
ආ
೉
経

࿏
を
確
か
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
Θ
れ
ま
し
た
。

出
Ր
を
知
ら
せ
る
ඇ
ৗ
ϕ
ϧ

が
໐
り
、発
生
場
ॴ
を
఻
え
る
์

ૹ
が
入
る
と
、生
ె
た
ͪ
は
教
員

の
ࢦ
ࣔ
に
ै
い
ࢦ、
定
の
ආ
೉
場

ॴ
へ
と
ਝ
଎
に
Ҡ
ಈ
し
ま
し
た
。

一
人
ͻ
と
り
が
ۓ
ு
ײ
を
持
ỳ

て
ਅ
݋
な
࢟
੎
で
ྟ
み
、୹
࣌
間

で
શ
員
の
安
൱
確
認
ま
で
׬
ྃ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

౰
日
は
ఱ

ީ
ෆ
ྑ
の
た

め
ά
ϥ
΢
ン

υ
で
の
消
Ր

ث
܇
࿅
は
中

ࢭ
と
な
り
ま

し
た
が
、େ
体
育
ؗ
に
て
明
Պ
消

๷
ॺ
௕
༷
Α
り
、消
Ր
ث
の
۩
体

的
な
࢖
用
ख
ॱ
に
つ
い
て
ご
ࢦ

ಋ
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

ۙ
年
は
地
਒
や
߽
Ӎ
な
ど
、

༷
ʑ
な
ࡂ
֐
が
ଟ
発
し
て
い
ま

す
。万
が
一
の
事
ଶ
に
௚
面
し
た

ࡍ
ࠓ、
ճ
の
܇
࿅
で
ഓ
ỳ
た
知
ࣝ

と
行
ಈ
ྗ
を
い
か
せ
る
Α
͏
ࠓ、

ޙ
も
学
校
શ
体
で
๷
ࡂ
ҙ
ࣝ
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ớ
จ
੹
⽅
教
಄
ɹ
઒
উ
ࠀ
ਔ
Ờ

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

は
͡
め
ま
し
て
。
九
月
か
ら

い
く
さ
か
େ
޷
き
ୂ
員
と
し
て

お
世
࿩
に
な
り
ま
す
㖊
ᖒ
༸
޾

と
ਃ
し
ま
す
。

生
ࡔ
村
の
出
਎
で
す
が
、
௕

年
村
֎
で
࢓
事
を
し
て
お
り
、

こ
の
た
び
ೋ
六
年
Ϳ
り
に
地
ݩ

へ
໭
ỳ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

झ
ຯ
は
̙
̞
̮
・
ཱྀ
行
・
機
ց

い
͡
り
で
ࡢ、
年
一
ೋ
月
か
ら
ݹ

く
な
ỳ
た
ं
ݿ
を
Ϧ
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ

し
て
い
ま
す
。ớ
ま
ͩ
׬
成
し
て

い
ま
せ
Μ
が
ộ
Ờ

લ
職
で
は
新
ׁ
ࢢ
で
ӡ
ૹ
業

の
管
理
者
と
し
て
、
業
務
管
理

や
৘
ใ
ؔ
連
の
整
備
・
教
育
を

中
心
に
取
り
組
Μ
で
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
な
か
な
か
地
ݩ
に

ؼ
れ
な
い
ঢ়
گ
が
続
い
て
い
た

た
め
、
੍
度
を
ར
用
し
て
ૣ
ظ
ɹ

ୀ
社
し
、
生
ࡔ
村
へ
໭
る
こ
と

を
決
ҙ
し
ま
し
た
。
生
ࡔ
村
に

は
ڧ
い
Ѫ
ண
が
͋
り
、
こ
こ
で

暮
ら
す
こ
と
を
ͣ
ỳ
と
๬
Μ
で

い
ま
し
た
の
で
、Α
͏
や
く
ر
๬

が
か
な
ỳ
た
こ
と
を
େ
ม
͏
れ

し
く
ࢥ
ỳ
て
い
ま
す
。

໭
ỳ
て
き
て
か
ら
は
、࣌
間
の

ྲྀ
れ
や
࢛
ق
の
Ҡ
り
ม
Θ
り
、

地
域
の
օ
さ
Μ
と
の
ؔ
Θ
り
な

ど
、こ
れ
ま
で
い
た
地
域
と
は
ҧ

ỳ
た
安
心
ײ
が
͋
り
ま
す
。

地
ݩ
に
は
こ
れ
ま
で
े
分
に

ߩ
ݙ
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
地

域
の
活
ಈ
に
も
な
か
な
か
ࢀ
Ճ

で
き
て
い
な
か
ỳ
た
こ
と
か

ら
、
ࠓ
ճ
い
く
さ
か
େ
޷
き
ୂ

に
お
世
࿩
に
な
る
こ
と
を
決
ҙ

し
ま
し
た
。

ࠓ
ޙ
は
、
雲
根
の
૑
଄
の
৿

や
高
௡
԰
৿
ྛ
ެ
園
を
中
心

に
、
地
域
の
ࣗ
વ
環
境
の
保
શ

や
整
備
、
ར
用
促
進
に
ؔ
Θ
る

業
務
に
取
り
組
Ή
༧
定
で
す
。

ࠓ
ま
で
室
಺
で
̥
̘
に
向
か
͏

࢓
事
が
中
心
で
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
と
は
શ
く
ҟ
な
る
職
務
಺

༰
に
も
ਫ਼
い
ỳ
ͺ
い
取
り
組
み

た
い
と
ߟ
え
て
い
ま
す
。

ど
͏
ͧ
Α
Ζ
し
く
お
ئ
い
い

た
し
ま
す
。

■開札結果（9月）� （単位：千円）
担当課
入札日 種　別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

（税抜）
振興課
９月７日 工事 令和８年度畑作等促進整備事業万平地区 生坂村内 平林建設株式会社 45,000

振興課
９月７日 工事 令和８年度畑作等促進整備事業万平地区

農業用用排水施設整備工事 生坂村内 株式会社メエップ 11,300

振興課
９月７日 工事 令和８年度畑作等促進整備事業南平地区 生坂村内 有限会社中山組 3,300
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一一
月
九
日ớ
月
Ờか
ら
一一
月

一
ޒ
日ớ
日
Ờま
で
の
七
日
間
、「
Ր

の
確
認
ɹ
い
い
日
を
支
え
る
ɹ

い
い
श
׳
」を
શ
国
౷
一
๷
Ր
ඪ

ޠ
と
し
、શ
国
一
੪
に「
ळ
の
Ր
ࡂ

༧
๷
ӡ
ಈ
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ӡ
ಈ
は
、Ր
ࡂ
が
発
生
し

や
す
い
࣌
ق
を
ܴ
え
る
に
͋
た

り
、
Ր
ࡂ
༧
๷
ࢥ
૝
の
一
૚
の
ී

ٴ
を
ਤ
る
こ
と
で
Ր
ࡂ
の
発
生
を

๷
ࢭ
し
、高
齢
者
を
中
心
と
す
る

ࢮ
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
ࡒ、
産
の
ଛ
ࣦ
を
๷
͙
こ
と

を
目
的
と
し
て
、ຖ
年
こ
の
࣌
ق

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ഽ
פ
い
と
ײ
͡
る
こ
と
が
増

え
て
く
る
こ
の
࣌
ق
で
す
が
、家

族
や
地
域
で
๷
Ր
・
๷
ࡂ
に
つ
い

て
࿩
し
合
い
ࢀ、
ߟ
に
し
て
い
た

ͩ
け
る
Α
͏
に
ࠓ、
ճ
は
住
宅
๷

Ր
の
ϙ
Π
ン
τ
に
つ
い
て
ご
঺

介
し
ま
す
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈秋の火災予防運動について〉

【
住
宅
防
火
　い
の
ち
を
守
る
　

一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
】

四
つ
の
習
慣

⣝
৸
た
͹
こ
は
ઈ
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

⣞
ス
τ
ー
ϒ
の
प
り
に
೩
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

⣟
こ
Μ
Ζ
を
࢖
͏
と
き
は
Ր
の

ͦ
͹
を
離
れ
な
い
。

⣠
ί
ン
セ
ン
τ
は
΄
こ
り
を
ਗ਼
૟

し
、ෆ
ඞ
要
な
ϓ
ϥ
ά
は
ൈ
く
。

六
つ
の
対
策

⣝
Ր
ࡂ
の
発
生
を
๷
͙
た
め
に
、

ス
τ
ー
ϒ
や
こ
Μ
Ζ
等
は
安

શ
૷
置
の
෇
い
た
機
ث
を
࢖

用
す
る
。ớ
例
え
͹
、༲
͛
物
ௐ

理
࣌
な
ど
に
ು
ఈ
の
ҟ
ৗ
な

過
೤
を
セ
ン
α
ー
が
ײ
知
し
、

ࣗ
ಈ
消
Ր
す
る
も
の
が
͋
り

ま
す
。Ờ

⣞
Ր
ࡂ
の
ૣ
ظ
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
Ր
ࡂ
ܯ
ใ
ث
を
定
ظ

的
に
点
検
し
、一
ʓ
年
を
目
安

に
ަ
׵
す
る
。ớ
ຊ
体
に
点
検

の
た
め
の
Ϙ
タ
ン
や
ඥ
が
෇

い
て
い
ま
す
。Ờ

⣟
Ր
ࡂ
の
拡
େ
を
๷
͙
た
め
に
、

෦
԰
を
整
理
整
಴
し
、৸
۩
、

ҥ
ྨ
ٴ
び
Χ
ー
ς
ン
は
、๷
Ԍ

品
を
࢖
用
す
る
。

⣠
Ր
ࡂ
を
小
さ
い
͏
ͪ
に
消
す

た
め
に
、
消
Ր
ث
等
を
設
置

し
࢖、
い
ํ
を
確
認
し
て
お
く
。

⣡
お
年
د
り
や
਎
体
の
ෆ
ࣗ
༝

な
人
は
、
ආ
೉
経
࿏
と
ආ
೉

ํ
๏
を
ৗ
に
確
保
し
、備
え
て

お
く
。

⣢
๷
Ր
๷
ࡂ
܇
࿅
へ
の
ࢀ
Ճ
ށ、

ผ
訪
問
な
ど
に
Α
り
、地
域
͙

る
み
の
๷
Ր
対
策
を
行
͏
。

ɹ
Ր
ࡂ
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
、
少
し
の
࣌
間
で
͋
ỳ
て
も
、

਎
の
प
り
を
確
認
し
て
み
て
く

ͩ
さ
い
。

˙
お
問
い
合
Θ
せ
は

দ
ຊ
޿
域
消
๷
ہ
明
Պ
消
๷
ॺ

ὸ
六
ೋô
ೋ
九
九
ೋ

ɹ
ຖ
年
߃
例
の
村
民
ΰ
ϧ
ϑ
େ

会
を
、
九
月
ޒ
日ớ
౔
Ờに
͋
づ

み
໺
Χ
ン
τ
Ϧ
ー
ク
ϥ
ϒ
に
お

い
て
։
࠵
し
ま
し
た
。

過
ڈ
ೋ
年
間
は
、
ѱ
ఱ
ީ
の

た
め
େ
会
を
։
࠵
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
Μ
で
し
た
が
、
ࠓ
年

は
ࡾ
年
Ϳ
り
に
։
࠵
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。଴
ͪ
に
଴
ỳ
た

େ
会
に
は
ޒ
組
一
七
໊
の
ࢀ
Ճ

者
が
ू
ま
り
、
େ
会
を
ָ
し
み

ま
し
た
。

౰
日
は
ఱ
ީ
に
も
ܙ
ま
れ
、

ࢀ
Ճ
者
の
օ
さ
Μ
は
日
ࠒ
の
࿅

श
の
成
Ռ
を
発
ش
し
な
が

ら
、
和
ؾ
͋
い
͋
い
と
ϓ

Ϩ
ー
を
ָ
し
み
ま
し
た
。

φ
Π
ス
γ
ἀ
ỽ
τ
が
出
れ

͹
ت
び
合
い
、
ऴ
࢝
和
や

か
な
ง
ғ
ؾ
の
中
で
ϥ
΢

ン
υ
が
行
Θ
れ
、
ࢀ
Ճ
者

同
士
の
ަ
ྲྀ
も
ਂ
ま
り
ま

し
た
。

ࠓ
ޙ
も
ΰ
ϧ
ϑ
を
通
͡

て
村
民
の
օ
さ
Μ
が
ָ
し

く
ަ
ྲྀ
で
き
る
機
会
を
େ

੾
に
し
、
Α
り
ଟ
く
の
օ

さ
Μ
に
ࢀ
Ճ
し
て
い
た
ͩ

け
る
େ
会
を
目
ࢦ
し
て
い
き
ま

す
。
ࠓ
年
ご
ࢀ
Ճ
い
た
ͩ
け
な

か
ỳ
た
օ
さ
Μ
も
、次
ճ
は
ͥ
ͻ

ご
ࢀ
Ճ
く
ͩ
さ
い
。

村
民
ΰ
ϧ
ϑ
େ
会
の
成
੷
は

次
の
と
お
り
で
す
。ớ
ܟ
শ
ུ
Ờ

ừ
༏
ɹ
উ
Ử

ਗ਼
水
ɹ
ल
௚

ừ
४
༏
উ
Ử

ڇ
ӽ
ɹ
޺
通

ừ
第
一
Ґ
Ử

౻
ᖒ
ɹ
義
ത

ừ
ϕ
ス
τ
ά
ϩ
ス
৆
Ử

౻
ᖒ
ɹ
৳
໵

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

ੴ
઒
ɹ
य़
ޫ
さ
Μ

ɹ
ɹớ
��
歳
ɹ
日
ɹ
ذ
Ờ

ٱ
保
ా
ɹ
ͦ
の
さ
Μ

ɹ
ɹớ
��
歳
ɹ
小
ཱ
໺
Ờ

੺
Ӌ
ɹ
ః
࣏
さ
Μ

ɹ
ɹớ
��
歳
ɹ
小
ཱ
໺
Ờ

ୈ
ࡾ
ʓ
ճ
生
坂
村
村
ຽ
ΰ
ϧ
ϑ
େ
会
を
։
࠵
し
ま
し
た

ୈ
ࡾ
ʓ
ճ
生
坂
村
村
ຽ
ΰ
ϧ
ϑ
େ
会
を
։
࠵
し
ま
し
た
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生坂村ホームページ

࣌
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

体
ݧ
ޙ
に
は
、
ࢀ
Ճ
者
の
օ

さ
Μ
が
ࣗ
分
で
ଧ
ỳ
た
ͦ
͹
を

ঌ
し
上
が
ỳ
て
い
た
ͩ
き
ま
し

た
。「
ࣗ
分
で
ଧ
ỳ
た
ͦ
͹
は
お

い
し
い
」と
、օ
さ
Μ
େ
ม
ຬ
଍

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

྆
日
と
も
Ӎ
が
߱
ら
ͣ
、
ಶ

り
ఱ
ؾ
と
な
り
ま
し
た
が
、
༧

定
ど
お
り
π
Ξ
ー
を
։
࠵
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ळ
の
農

業
体
ݧ
を
通
し
て
、
ࢀ
Ճ
者
の

օ
さ
Μ
に
ऩ
֭
の
ت
び
を
ଘ
分

に
ײ
͡
て
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

ࢀ
Ճ
者
の
օ
さ
Μ
、
ご
ڠ
ྗ

い
た
ͩ
い
た
ؔ
܎
者
の
օ
さ

Μ
、
ຊ
౰
に
͋
り
が
と
͏
ご
͟

い
ま
し
た
。

九
月
一
ೋ
日ớ
౔
Ờ、一
ࡾ
日

ớ
日
Ờの
ೋ
日
間
、「
ळ
の
農
業
体

ݧ
π
Ξ
ー
」を
։
࠵
し
、ؔ
౦
・ݍ

中
ژ
ݍ
か
ら
一
ࡾ
໊
、六
家
族
に

ご
ࢀ
Ճ
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
お
ன
に
ू
合
し
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
׻
ܴ
ࣜ

を
行
ỳ
た
ޙ
、「
・ঁ人
஛
ỳ
こ
く

ら
Ϳ
」
の
օ
さ
Μ
に
ご
用
ҙ
い

た
ͩ
い
た
新
ถ
の
Ԙ
Ή
す
び
、

χ
δ
Ϛ
ス
の
Ԙ
ম
き
、τ
Ϛ
τ
θ

Ϧ
ー
な
ど
を
い
た
ͩ
き
、
ன
食

を
取
り
ま
し
た
。
ど
の
料
理
も

お
い
し
く
、େ
ม
޷
ධ
で
し
た
。

ன
食
ޙ
は
、「
上
生
ࡔ
΄
た
る

の
ཬ
の
会
」
の
օ
さ
Μ
の
ࢦ
ಋ

の
も
と
、
Ҵ
מ
り
を
行
い
ま
し

た
。
ೋ
日
લ
ま
で
Ӎ
が
߱
り
続

き
、
ా
Μ
΅
に
は
水
が
た
ま
ỳ

て
い
て
、
Ҵ
מ
り
が
で
き
る
ঢ়

ଶ
で
は
͋
り
ま
せ
Μ
で
し
た

が
、「
上
生
ࡔ
΄
た
る
の
ཬ
の

会
」
の
օ
さ
Μ
の
ഉ
水
作
業
の

お
か
͛
で
、
ా
Μ
΅
の
࢛
分
の

一
΄
ど
を
ख
מ
り
し
、
מ
り
取

ỳ
た
Ҵ
を
ϋ
θ
ֻ
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

Ҵ
מ
り
ޙ
の
໺
ࡊ
の
ऩ
֭
体

ݧ
で
は
、
α
π
Ϛ
Π
Ϟ
な
ど
の

ऩ
֭
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ͪ
も
ເ
中
に
な
ỳ
て
取
り
組

み
、
た
く
さ
Μ
ऩ
֭
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ऩ
֭
し
た
໺

ࡊ
は
、
お
౔
産
と
し
て
お
持
ͪ

ؼ
り
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

ͦ
の
ޙ
、や
ま
な
み
荘
に
て
、

お
い
し
い
༦
食
と
お
෩
࿊
で
ർ

れ
を
༊
し
て
い
た
ͩ
き
ま
し
た
。

༦
食
ޙ
に
は
、「
上
生
ࡔ
΄
た

る
の
ཬ
の
会
」
の
օ
さ
Μ
と
の

ަ
ྲྀ
会
が
行
Θ
れ
、
Α
り
一
૚

ަ
ྲྀ
を
ਂ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。一
日
目
は
、心
配
さ
れ
た

Ӎ
の
Ө
ڹ
も
な
く
、
無
事
に
ऴ

ྃ
し
ま
し
た
。

ೋ
日
目
は
、
૲
ඌ
上
໺
の
Ϳ

ど
͏
園
に
て
、
ڊ
ๆ
ङ
り
を
体

ݧ
し
ま
し
た
。
࠾
れ
た
て
の
Ϳ

ど
͏
の
お
い
し
さ
に
、
օ
さ
Μ

େ
ม
ຬ
଍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
や
ま
な
み
荘
の
ͦ

͹
ଧ
ͪ
体
ݧ
ؗ
へ
Ҡ
ಈ
し
、
ͦ

͹
ଧ
ͪ
体
ݧ
を
行
い
ま
し
た
。

ͦ
͹
ଧ
ͪ
体
ݧ
で
は
、「
お
͡
さ

ま
۞
ָ
෦
」
の
໊
人
に
ߨ
ࢣ
を

務
め
て
い
た
ͩ
き
、
充
実
し
た

ळ
ͷ
೶
ۀ
体
験
π
Ξ
ー

ळ
ͷ
೶
ۀ
体
験
π
Ξ
ー

ɹ
山
の
໦
ʑ
も
৭
づ
き
、
੺
τ

ン
Ϙ
が
ඈ
Ϳ
ق
અ
と
な
り
ま
し

た
。օ
さ
Μ
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
Ỷ
͏
か
。
զ
が
家
で
は
ଉ
子

を
連
れ
て
Ω
Ỿ
ン
ϓ
に
行
き
ま

し
た
。ଉ
子
が
ࡾ
歳
に
な
ỳ
て
か

ら
、年
に
ೋ
ࡾ、
ճ
は
家
族
で
Ω

Ỿ
ン
ϓ
に
行
き
ま
す
。

Ω
Ỿ
ン
ϓ
場
に
ண
く
と
、
ଉ

子
に
も
ख
఻
ỳ
て
も
ら
い
な
が

ら
ς
ン
τ
の
設
営
を
す
る
の
で

す
が
、ଉ
子
の
目
に
は
ς
ン
τ
が

৭
ʑ
な
࢟
に
見
え
る
ら
し
く
、

ࠓ
ճ
は「
Φ
バ
έ
さ
Μ
み
た
い
ͩ

Ͷ
。Φ
バ
έ
さ
Μ
の
お
ෲ
の
中
で

৸
る
Μ
ͩ
Ͷ
」と
ݴ
ỳ
て
い
ま
し

た
。ớ
લ
ճ
は「
こ
Μ
な
に
େ
き
な

๧
子
は
か
Ϳ
れ
な
い
Α
」と
ݴ
ỳ

て
い
ま
し
た
。Ờ

Ω
Ỿ
ン
ϓ
は
४
備
か
ら
ย
෇

け
ま
で
ख
間
が
か
か
る
こ
と
も

͋
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
๛
か

な
発
૝
ྗ
に
༊
さ
れ
、
স
إ
に

し
て
も
ら
͏
と
、
ま
た
行
き
た

い
な
と
ײ
͡
ま
す
。

ே
൩
の
ྫྷ
え
ࠐ
み
が
ݫ
し
く

な
ỳ
て
き
ま
し
た
。օ
さ
Μ
体
ௐ

に
ؾ
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
ͩ

さ
い
。 

ớ
ࠓ
ߔ
Ờ

編
集
後
記

編
集
後
記


